北海道稚内市抜海港に来遊するゴマフアザラシに関する生態学的研究 by 加藤 美緒
氏 名 加 藤 美 緒
学位（専攻分野の名称） 博 士（生物産業学）
学 位 記 番 号 甲 第 734 号
学 位 授 与 の 日 付 平成 29 年 3 月 17 日
学 位 論 文 題 目 北海道稚内市抜海港に来遊するゴマフアザラシに関する生態
学的研究
論 文 審 査 委 員 主査 教 授・博士（獣医学） 小 林 万 里
教 授・水産学博士 塩 本 明 弘
准 教 授・博士（地球環境科学） 白 木 彩 子
水産学博士 谷 口 旭＊
論文内容の要旨
【研究の背景と目的】
日本沿岸には 5種のアザラシ類が来遊・生息する。そ
のうち，北太平洋の固有種であるゴマフアザラシ（Phoca
largha）の分布域の南限は北海道にあり，北海道では
本種が最も多く目撃される。本種は海氷域で繁殖を行
い，海氷期を境に冬季と夏季では異なる生活をし，広域
を移動する回遊性のアザラシである。
北海道近海では，戦後から 1980年代まで商業的なア
ザラシ猟が盛んに行われてきたが，需要の低下によって
1980年代後半以降には衰退し，本種への捕獲圧は減少
した。その結果，オホーツク海や間宮海峡における本種
の生息個体数は増加傾向となったと考えられている。オ
ホーツク海は北半球における海氷域の南限であり，最南
限である北海道周辺海域は海氷変動の影響が最も早く現
れる海域でもある。ゴマフアザラシは繁殖を海氷に依存
するため，海氷の変化は本種の分布や繁殖等に直接的影
響を与えると予測される。
1990年代後半以降には，北海道日本海側に来遊する
ゴマフアザラシの来遊域が南下・拡大し，2000年代以
降には来遊期間も長期化した。特に礼文島，稚内市抜海
港，焼尻島の個体数増加は顕著であり，海氷の流入しな
い日本海側にはそれまで来遊しないとされていた成獣の
来遊が確認され，礼文島においては周年滞在する個体も
確認されている。これまでほとんど本種の来遊が確認さ
れていなかった地域で急激な個体数増加や長期滞在化が
引き起こされ，それに伴い漁業との軋轢が深刻化してい
る。本種の過剰な個体数増加は上陸場周辺の資源を枯渇
させ，周辺の海洋生態系を大きく変化させる可能性があ
ると考えられた。
近年本種による上陸場の利用状況が変化しつつある北
海道日本海側において，新たに形成された上陸場の利用
状況を明らかにすることは，今後の個体数管理などの行
政施策にも有用な知見であると考えられる。北海道日本
海側の稚内市抜海村に位置する抜海港は，近年日本海側
で新たに形成されたゴマフアザラシの上陸場の 1つであ
る。顕著に個体数増加が見られ，新上陸場の中で最も利
用個体数が多く，滞在期間も長期化しており，漁港や行
内の人工物に依存するという特殊性を持つ。そのため，
抜海港は日本海側における本種の利用状況の変化に大き
く関与しているのではないかと考えられる。しかし，そ
の利用実態については明らかでなく，来遊する個体の利
用海域や繁殖海域，採餌パターンなど，本種の生態を知
るために必要不可欠な情報が不足している。そこで本研
究では，抜海港を利用する個体の（1）個体数の年変動
および季節変動を明らかにすること，（2）利用海域と採
餌パターンを把握すること，（3）繁殖海域を推定するこ
とによって，抜海港および周辺海域の利用状況を把握す
ることを目的とした。
【第 1章】個体数の年変動および季節変動
抜海港において個体数調査を行い，近年の確認個体数
の季節変動および年変動を明らかにすることを目的とし
た。調査は 2003年 10月から 2009年 9月まで，主に本
種の上陸が確認される 11月から翌年 4月にかけて行い，
日毎に個体数をカウントした。個体数の季節変動の推定
には LOESS（Locally weighted smoothing）法を用い
た。
その結果，抜海港へはオホーツク海の海氷が形成され
始めるのと同時期に来遊しはじめ，北海道周辺海域に海
氷が出現し始める 12月から翌 1月頃に確認個体数が
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ピークとなった。オホーツク海の海氷面積が最も拡大す
る 2月から 3月頃には個体数が減少した。本種はオホー
ツク海において 3月から 4月頃に海氷域で繁殖を行うた
め，繁殖に参加する個体が海氷域へ移動したと考えられ
た。海氷の大部分が消失する 5月頃には多くの個体が退
去した。このように，抜海港を利用する本種の確認個体
数は，オホーツク海の海氷形成と密接に関わっており，
海氷域で繁殖を行う本種の生態を反映したものであるこ
とが示唆された。
また，2003年から 2009年まで，抜海港の冬季の確認
個体数は年々増加する傾向であった。大規模なアザラシ
猟の衰退後，オホーツク海や間宮海峡における本種の生
息個体数は増加傾向にあると考えられていることから，
抜海港における個体数の増加は 2海域における生息個体
数増加の影響であると考えられた。さらに，本研究の観
察期間中，抜海港内は漂砂が堆積し，防砂堤や防波堤が
整備され，本種の上陸可能な面積は徐々に変化・拡大し
ていた。本種は港内の状況変化に対応しながら上陸場所
を変化させていたことから，抜海港においては上陸可能
な場所の面積拡大によって，個体数増加が促進されたと
考えられた。
【第 2章】冬季から春季における利用海域と採餌パター
ンの把握
抜海港を利用するゴマフアザラシについては，いつど
こへ移動し，どこで採餌を行っているのかといった利用
実態について明らかにされておらず，滞在期間中の採餌
海域など不明瞭な点が多い。本研究では，衛星発信器を
用いて抜海港を利用する個体の冬季から春季における滞
在海域および上陸・潜水行動を分析し，抜海港周辺海域
の利用状況を明らかにすることを目的とした。2009年 2
月から 2013年 2月まで（主に 12月と 2月に実施）に計
23個体の未成獣（オス 18個体，メス 5個体）に衛星発
信器を装着した。衛星発信器は SRDL（Sea Mammal
Research Unit社製，UK）を使用した。取得された位
置情報をより多く分析に使用するため，速度と距離，角
度を考慮したフィルタリング（SDA-filter）を行った。
各個体の日毎の滞在海域を，抜海港からの移動距離と
方位を考慮して分類した。行動の変化点を明らかにする
ために，CPA（Changepoint analysis）分析を用いて
抜海港からの最大円距離（移動距離）の変化点を分析
し，一貫した行動をしていたと仮定される期間を分け
た。変化点の検出には PELT（Pruned Exact Linear
Time）法を用いた。さらに，個体ごとに分けられた期
間ごとの平均移動距離と最頻方位から「滞在海域」を大
別し，各個体の海域利用パターンを分類した。
その結果，抜海港を中心に北は間宮海峡，南は積丹半
島まで南北約 1,000kmの広範囲に分布していることが
明らかになり，主に 7つの海域利用パターンが確認され
た。抜海港から離れ，他海域の上陸場を利用する個体も
存在したが，その他に抜海港を上陸場としながら周辺海
域を採餌海域として周期的に利用するパターンが少なく
とも 4パターン確認された。どのパターンにおいても抜
海港は上陸場として利用され，抜海港周辺海域，利尻南
西沖，石狩湾，間宮海峡を主な採餌海域としていた。抜
海港から各採餌海域への移動距離は，20km 未満，約
100km，約 250km，約 500km と多岐にわたり，海域
間の移動周期は 1日，約 2週間，約 3週間，約 5週間と
様々であった。抜海港周辺海域のみ，あるいは抜海港周
辺海域と間宮海峡を利用するパターンにおいては，各上
陸場と採餌海域の距離が近い範囲で上陸と採餌を行って
いることが推察された。一方，利尻南西沖あるいは石狩
湾を採餌海域とするパターンにおいては，上陸場と採餌
海域を明確に使い分け，抜海港を上陸場としながら各採
餌海域の異なる深度帯で採餌を行っていた。
以上のことから，どの採餌パターンにおいても主に抜
海港が上陸場として利用され，採餌海域は日本海側の広
範囲に存在することが明らかになった。しかし，抜海港
から 100km以上移動する採餌パターンはどれも一長一
短であると考えられ，上陸行動と採餌行動は生理的な限
界にあるものと考えられた。また，抜海港においては個
体数の急激な増加に伴って，採餌パターンが多様化した
と推察された。
抜海港を上陸場として利用するこれらのパターンの個
体数割合は 12月以降に減少し，日本海側の他の上陸場
へ移動する個体や，あるいはオホーツク海や間宮海峡へ
移動して日本海側から退去する個体の割合が増加したと
考えられた。5月頃には日本海側から退去していた。
【第 3章】繁殖海域の推定
抜海港においては，近年明らかに体サイズの大きな個
体や早産個体が確認されており，成獣の来遊が推察され
る。本研究では，衛星発信器を用いて抜海港に来遊する
個体の利用海域および繁殖海域を推定することを目的と
した。2009年 2月から 2013年 2月まで（12月と 2月に
実施）に本種の学術捕獲を行い，衛星発信器を装着し
た。そのうち，日本海側から他海域への移動が確認さ
れ，その後 1か月間以上他海域に滞在した 4個体（メス
1個体，オス 3個体）について分析を行った。衛星発信
器は SRDL（Sea Mammal Research Unit社製，UK）
─ 17 ─
を使用した。各個体の利用海域を区分するため，北海道
日本海側，間宮海峡，オホーツク海の 3海域に区分し，
海域間の移動や移動時期について分析した。また，半月
ごとに各個体の位置情報と海氷分布を比較した。
本研究において，抜海港を利用する個体の利用海域の
季節変化が明らかになった。成獣は海氷域を利用し，上
陸割合が高かったのに対し，未成獣は沿岸域を利用し，
上陸割合は低い傾向が見られ，成長段階による分布域や
上陸割合の差が明らかになった。1970年代，北海道近
隣における本種の繁殖海域はオホーツク海南部と根室海
峡の海氷域であるとされていた。しかし，本研究におい
て抜海港に来遊する本種の繁殖海域は，少なくともオ
ホーツク海と間宮海峡の 2海域の海氷域であることが示
唆された。また，未成獣についても，オホーツク海側の
サハリン東岸から北海道沿岸，あるいは間宮海峡側のサ
ハリン西岸の二手に分かれることが示された。以上のこ
とから，抜海港には少なくともオホーツク海由来の個体
と間宮海峡由来の個体が来遊してきていることが示唆さ
れた。
【総合考察】
本研究において，北海道日本海側においてはオホーツ
ク海や間宮海峡の生息個体数増加によって，日本海側へ
の来遊個体数が増加したことに加え，抜海港において
は，上陸可能な場所の面積拡大や上陸場の安全性が，個
体数増加をより促進させた要因であることが推察され
た。そして，抜海港特有の過剰な上陸個体数の増加は，
上陸競争や餌競争を激化させ，採餌海域を外洋に広げた
と考えられた。そのため，抜海港を利用する個体は，他
の上陸場では見られていない過剰な個体数増加によっ
て，日本海側の広範囲を採餌海域として利用するように
なり，採餌パターンが多様化したと考えられた。
北海道日本海側においては，これまで本種の来遊が確
認されていなかった地域での個体数増加や長期滞在化に
伴い，漁業との軋轢が深刻化している。漁業被害の深刻
化に伴い，2015年には「北海道アザラシ管理計画（北
海道 2015）」が策定され，2017年 4月から 2年間計画
でアザラシ類による漁業被害の軽減と，人とアザラシ類
の共存を目的とした管理計画が実施されることになっ
た。
抜海港は，本種にとって安全な避難場所的な役割を
担っており，面積が拡大したことによって，いつでも上
陸可能な好適な休息場所になったと考えられる。そのた
め，抜海港は上陸拠点となり得，抜海港を中心に日本海
側全域を採餌海域として利用するようになったことが推
察される。本研究において，北海道日本海側に来遊して
くる個体の多くにとって抜海港が上陸場として重要であ
るだけでなく，上陸場周辺のみならず日本海側全体が採
餌海域になっているという特殊性を明らかにできた。こ
れは，今後北海道日本海側で本種を管理していく上で，
抜海港が重要であることを示す有用な知見であると考え
られる。
審査報告概要
本論文は，近年北海道日本海側で来遊個体数が急増
し，来遊域が南下・拡大したことで，漁業産業との軋轢
が激化しているゴマフアザラシの生態学的な知見を示す
ため，日本海側における本種の新たな上陸場である稚内
市抜海港の上陸場に着目し，個体数変動，採餌パター
ン，利用海域および繁殖海域を明らかにすることによっ
て，抜海港および周辺海域の利用状況を把握することを
目的として遂行された。本研究の結果から，北海道日本
海側に来遊する本種の多くにとって，抜海港が上陸場と
して重要であること，また，抜海港の上陸場周辺のみな
らず，日本海側全域が採餌海域になっているという特殊
性を明らかにされた。この成果は，漁業被害が深刻化し
ている北海道日本海側において，今後本種を管理してい
く上で，抜海港が重要であることを示す有用な知見とな
る。よって，審査員一同は博士（生物産業学）の学位を
授与する価値があると判断した。
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